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市
で
は
、
子
育
て
環
境
と
医
療
提
供
環
境

の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
田
村
市
船
引
町

船
引
字
屋
頭
清
水
地
内
《
※
上
記
写
真
》
を

保
健
福
祉
施
設
等
「
認
定
保
育
所
・
市
民
病

院
・
複
合
厨
房
施
設
」
の
建
設
予
定
地
と
し

て
、
造
成
工
事
を
は
じ
め
ま
す
。

　
当
地
は
、
交
通
・
公
共
的
イ
ン
フ
ラ
や
周

辺
部
の
住
宅
地
、
医
療
・
福
祉
施
設
、
商
業

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
変
良
好
で
あ
り
、

今
後
建
設
予
定
の
保
健
福
祉
施
設
等
が
加
わ

る
こ
と
で
、
周
辺
部
の
施
設
な
ど
と
の
相
乗

効
果
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【建設予定施設】
市民病院 令和6年（2024年）開院予定

認定保育所（民営）令和4年（2022年）開所予定

複合厨房施設※ 令和4年（2022年）稼働予定
※複合厨房施設とは、主に認定保育所と市民病院

への給食（食事）を提供するほか、外食（軽食）
として食事を提供する施設。

●お問い合わせ
・市民病院に関すること・・・・・・・・・・・保健福祉部 保健課(81-2271
・認定保育所、複合厨房施設に関すること・・・保健福祉部 こども未来課(82-1000
・造成工事に関すること・・・・・・・・・・・建設部 建設課(81-2513

◎
工
事
期
間
中
は
、
工
事
車
両
な
ど
の
出
入
り
が

多
く
な
り
ま
す
。

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保健福祉施設整備事業に本格着手。

保健福祉施設整備事業 整備地

◆整備地　田村市船引町船引字屋頭清水　地内
◆造成面積　約 33,000 ㎡
◆工事期間　令和 2 年 5 月～令和 4 年 1 月（予定）

　

４
月
１
日
か
ら
大
越
町
下
大
越
の
高
屋
敷
、
風
呂

前
、
前
田
の
各
一
部
で
、
新
た
に
公
共
下
水
道
を
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
市
内
の
下
水
道
供
用
区
域
面
積
は

５
９
２・
２
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
、約
１
万
２
千
人

が
下
水
道
を
使
用
で
き
ま
す
。

下水道使用料の額【１月当たり、消費税込み】

基本使用料 10 ㎥を超えて使用した場合の
　 従量使用料【１㎥当たり】

汚水量 10 ㎥
まで 2,090 円

11 ㎥～　20 ㎥まで 209 円
21 ㎥～　50 ㎥まで 220 円
51 ㎥～ 100 ㎥まで 231 円

  101 ㎥以上 242 円
※井戸水を使用している方や、上水道と併用して
　いる方の汚水量は別途認定されます。

公
共
下
水
道
の
供
用
区
域
が
広
が
り
ま
す

未
来
に
向
け
て
、下
水
道
で

　
　
　
き
れ
い
な
水
と
大
地
を

●
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
局 

上
下
水
道
課

(
８
２

－

１
５
２
７

大越町下大越高屋敷、風呂前、前田の各一部

受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

　

下
水
道
は
、
下
水
道
管
が
整
備
さ
れ

た
地
域
に
住
む
方
し
か
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
特
定
の
方
が
利
益
を

受
け
る
こ
と
か
ら
、
下
水
道
を
利
用
で

き
る
方
（「
受
益
者
」
と
い
い
ま
す
）

に
本
管
や
公
共
ま
す
な
ど
の
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
の
が
、
受

益
者
負
担
金
制
度
で
す
。（
都
市
計
画

法
第
75
条
）

受
益
者
負
担
金
の
額
は
、
一
つ
の
土
地

に
公
共
ま
す
を
１
個
設
置
す
る
と
24
万

円
で
す
。

納
入
方
法
は
、
５
年
分
割
で
年
４
回

(

合
計
20
回)

に
分
け
て
納
め
る
方
法

と
、
一
括
で
納
め
る(

前
納)

方
法
が

あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
場
合
は
、
そ
の

回
数
に
応
じ
て
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま

す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
に
は

　

下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
宅

内
排
水
設
備
を
設
置
し
、
本
管
に
接
続

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

市
の
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
早
め
の
接
続
を

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
家
庭
内
排

水
が
直
接
側
溝
に
流
れ
ず
、
側
溝
か
ら

の
悪
臭
な
ど
が
な
く
な
り
、
河
川
の
水

質
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
は
、
水
路
な
ど
の
公
共
用
水
域

を
き
れ
い
に
し
、
良
好
な
生
活
環
境
を

維
持
す
る
重
要
な
役
割
も
あ
り
ま
す
。

使
用
料
は
ど
の
く
ら
い
？

　

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
料
金
と
合

わ
せ
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
汲
み
取
り
費

用
や
浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
用
な
ど
が

不
要
に
な
り
ま
す
。


